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株式会社テラ・ラボ
代表取締役　松浦孝英

株式会社テラ・ラボ　本社：愛知県春日井市不二ガ丘 3丁目28　研究開発拠点：福島県南相馬市原町区萱浜字新赤沼 83　福島ロボットテストフィールド　研究棟研究室1　
☎ 0568-53-4501（担当：法人経営管理部）Mail：info@terra-labo.jp

　福島ロボットテストフィー
ルドに研究開発拠点を置くこ

とで、長距離無人航空機の社会実験、社
会実装に取り組み成果を出すことができ
ました。
　さらに、南相馬市復興工業団地内に拠
点整備を行うことで、今後、浜通り地域
の産業化と雇用創出に向けて邁進してい
きます。

　これまで4mサイズの試作機を製造、
福島ロボットテストフィールドの滑走
路にて飛行試験を複数回成功、同機体
の自動制御飛行も成功しています。
　その他浜通り地域での活動も含め、
地元各種メディアの掲載を多数頂いて
います。また浜通り地域での活動を評
価され、令和元年12月に南相馬市と
福島イノベーション・コースト構想の
実現に向けた連携協定を締結しました。

　本計画の中で、南相馬市復興工業団
地内に機体量産化製造拠点の建設を行
います。（2021 年度）
　そこでは機体の製造、及び整備、試
験などを行う為、浜通り地域で計画的
な雇用（2名/年程度）を考えています。
　また、製造を行うにあたり、機体に
必要とする部品製造・調達等を浜通り
地域の製造会社と連携したいと考えて
います。

移動型地上支援局

地上管制室

オリジナル長距離無人航空機

研究（実用化）開発のポイント・先進性

　コンポジット素材を取り入れた長距離固定翼無人航空機（巡
行距離2,000km、高度20,000m、高積載20kg）をオリジナ
ル開発しています。これは従来の固定翼機の製造工法に比べ、
高い強度と軽量化を実現可能としており、温度変化にも非常
に強い為、高温時低温時問わず様々な地域で運用が可能です。
　同機体には衛星通信、4G通信（将来的に5G搭載予定）、
Radio 通信の 3系統の通信モジュールを搭載しており、高
い冗長性を誇っています。これは国内の他社製品には見られ
ない大きな特徴であり、これにより競合優位性を持つものと
考えています。
　また、地上側にも移動型地上局を構築しており、同機体の
自動飛行制御を行う他、飛行中にも収集した情報を現地で収

集分析する仕組みを備えており、オリジナル機体の運用と併
せて日本全土のデータ収集を可能な物を目指しています。

実用化開発期間完了までの目標として以下を掲げています。
○　 製造試験整備拠点を整備し、浜通り地域での雇用促進を図

る
○ 　 日本国内に、弊社拠点含めた多地点に移動型地上局を
配備し、有事への備えを行う

○ 　 有事のみでは無く、同システムを用いての平時利用を
提案し、防災以外の産業化も図る

　昨今、国内外において各地で自然災害が頻発しています。
特に南海トラフ巨大地震については発生が確実視されてい
る一方、災害に対して脆弱な島国の防災体制の強化は喫緊
の課題です。災害発生直後の人命救助や適切な救援、復旧
支援策を講じる為に正確で迅速な情報把握が不可欠です。
　我々が開発する無人航空機を活用する事で、広域災害発生
直後の被災地情報を迅速かつ正確に収集分析し、人命救助と
その後の迅速な救援・復旧作業に貢献する事が可能となります。

実施期間
▼

2019年度～2021年度

実用化開発場所
▼

南相馬市

2019年度開始

衛星通信により制御する長距離無人航空機（巡行距離 2,000km、高度 20,000m、高
積載 20kg）を運用する事により、大規模な災害発生時における広域三次元データの
取得、解析する情報共有システムを実用化する事業です。

大規模災害発生における
情報共有システムの在り方

衛星通信を活用した長距離無人航空機による大規模な災害発生時における高
高度広域三次元モデル生成を可能とする情報共有システムの実用化に向けて
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研究（実用化）開発のポイント・先進性

ボーイング社後援の国際大会にて世界で唯一受賞した teTra Mk-3E

テトラ・アビエーション株式会社　東京都文京区弥生二丁目15番10-101号　☎050-5539-4379（担当：新井）Mail：contact@tetra-aviation.com

テトラ・アビエーション株式会社
代表取締役　中井　佑

　人が安全に、そして自由に空中を移動
する社会を実現します。ロボットテスト
フィールドを中心とした取り組みを通じ
て、単に利便性を向上させるだけでなく
人と技術と産業が活発に交流する新しい
まちづくりに貢献します。

　本事業を通じて、製作したモジュー
ルを弊社が開発する航空機に搭載でき
るよう実験を行いました。
　日経新聞さんが福島ロボットテスト
フィールドに取材にお見えになりまし
た。

　今回制作を依頼した株式会社アリー
ナ社との情報交換により、浜通り地域
のお取引様をご紹介いただける可能性
が生まれました。

　国内のみならず国外への航空機の販売、サービスの提供
を目標としています。

（１） 一人乗りで滑走路が不要な汎用的航空機は世界中で開
発が始まったばかりです。米国の個人用航空機開発コ
ンテストにて世界で唯一受賞した企業として、安全性
とデザイン性に優れた航空機の開発を進めています。
移動困難地域の移動手段として、現状の乗用車程度の
大きさで気軽に乗れる航空機となります。

（２） 「空飛ぶクルマ」の安全性を確保するには、その健全
性を常にモニタリングし評価することが不可欠です。
本研究開発はその基礎技術の取得と実証を目的として
おり、将来の「空飛ぶクルマ」製品化に不可欠な基盤
技術です。

（３） 本研究開発は「空飛ぶクルマ」という新製品をつくり、
まったく新しい市場を拓く “多角化 ”のための事業で
す。

（4） モジュールの小型軽量化が課題となりましたが、基板レ
イアウトを最適化することによりそれを達成しました。

　航空機の開発における開発環境は航空法をクリアした環
境で実証実験を行っていく必要があるため、福島ロボット
テストフィールドを利活用しようと考えています。

福島ロボットテストフィールドを用いた「空飛ぶクルマ」（有人
垂直離着陸型航空機）の離着陸時健全性評価基礎技術の実証

福島ロボットテストフィールドを用いた「空飛ぶクルマ」（有人垂直離着陸型航空機）
の離着陸時健全性評価基礎技術の実証

誰もが将来の移動手段として利用する
ことができる一人乗り航空機開発

テトラ・アビエーション株式会社
2019年度開始

実施期間
▼

2019年度

実用化開発場所
▼

南相馬市
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